
ほうらいSUNSUN通信は在タッチのホームページでもご覧になれます。 →裏面へ続く

新しい認知症観、ご存じですか？
かつて、認知症は「何もわからなくなる病気」「関わっても意味がない」といった、

絶望的なイメージで語られることが少なくありませんでした。
“何もできない人” “ただの介護の対象” として見られることも多く、
本人の思いや尊厳が置き去りにされてしまう場面もありました。
しかし今、認知症に対する考え方は大きく変わってきています。

認知症になっても、自分らしく生きることはできます。
できること・得意なことに目を向け、本人の意思を大切にしながら、支え合う社会へ——。

「困っていることがある」だけで、「何もできない人」ではありません。
支援のあり方も、「守る・世話をする」から

「ともに生きる・ともに考える」へと、進化しています。
認知症とともに、地域でその人らしく暮らしていく。それが、“新しい認知症観” です。

在タッチ

これが効く！いきいきももりん体操
職員が実践してみました♪

回覧

古い認知症観

①他人事、なりたくない、目をそらす、先送り
②認知症だと何もわからない、できなくなる
③本人は話せない／声を聞かない
④おかしな言動で周りが困る
⑤危険重視・過剰制限しても仕方ない
⑥周囲が決める
⑦本人は支援される一方、負担の存在
⑧地域で暮らすのは無理
⑨認知症は恥ずかしい、隠す
⑩暗い、萎縮、あきらめ、絶望的

新しい認知症観
①わが事、お互い様、向き合う、備える
②わかること・できることが豊富にある
③本人は声を出せる／声を聞く
④本人が一番困っている、本人なりの意味がある
⑤あたりまえのこと（人権重視）
自由と安全のバランス

⑥本人が決める（決められるように支援）
⑦本人は支え手でもある、経験者として大切な存在
⑧地域の一員としてともに暮らす（施設入所後も）
⑨認知症でも自分は自分、自然体でオープンに
⑩楽しい、のびのび、あきらめず、希望がある

Instagram 開設しました！

このたび、蓬莱地域包括支援センターでは、
より多くの皆さまに私たちの活動を知ってい
ただくため、公式Instagramアカウントを開
設しました！
地域でのイベント情報や、介護・福祉に関す
る役立つ情報、日々の活動の様子などを随時
発信してまいります。
写真を中心とした気軽な内容で、若い世代の
方々にもわかりやすく情報をお届けします。
ぜひフォローしていただき、
「いいね」や「コメント」での応援をよろし
くお願いいたします！

★アカウント名：＠HOURAIHOUKATSU
★Instagramで「蓬莱地域包括支援セン
ター」と検索！
皆さまとつながる新しい窓口として、どうぞ
お気軽にご覧ください。

フォローおま
ちしてます♪

参考：R６年度認知症地域支援推進員研修資料より



“ひとりぼっちにならない地域”を目指して・・・皆さんのちょっとした支え合いや
暮らしの様子を、私たち地域支え合い推進員に教えてください♪

寒暖差に負けない！体調管理のコツ♪

認知症の人の
対応の心得

「3つのない」

①驚かせない
②急がせない
③自尊心を傷
つけない


